
　当
店
は
、昭
和
38
年
9
月
、山
梨
県
信
用
組
合
中
道
町

支
店
と
し
て
設
立
、2
度
の
合
併
を
経
て
山
梨
県
民
信
用

組
合
中
道
町
支
店
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　古
代
以
来
、甲
斐
国
と
駿
河
国
を
結
ぶ
街
道
は
、駿
州

往
還（
河
内
路
）と
若
彦
路
が
あ
り
、そ
の
中
間
に
中
道
往

還
が
あ
り
ま
し
た
。中
道
町
の
名
前
は
こ
れ
に
由
来
し
て

い
ま
す
。店
舗
の
近
隣
に
は
甲
府
盆
地
の
南
西
縁
に
広
が

る
曽
根
丘
陵
が
あ
り
、東
日
本
有
数
の
規
模
を
も
つ
国
指

定
史
跡
甲
斐
銚
子
塚
古
墳
等
の
遺
跡
群
が
数
多
く
存
在

し
ま
す
。昭
和
57
年
に
は
山
梨
県
立
考
古
博
物
館
が
開
館

し
、旧
石
器
時
代
や
縄
文
時
代
な
ど
古
代
の
出
土
品
が

展
示
さ
れ
、当
時
の
暮
ら
し
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。　当

店
の
営
業
地
域
は
、旧
中
道
町（
現
甲
府
市
）、旧
豊

富
村（
現
中
央
市
）、旧
境
川
村（
現
笛
吹
市
）で
あ
り
、市

町
村
合
併
に
伴
い
三
市
に
ま
た
が
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。桃
、ぶ
ど
う
等
の
果
物
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
を
生
産

す
る
農
業
地
域
で
す
が
、工
業
団
地
の
整
備
が
進
ん
だ
こ

と
か
ら
、近
年
は
兼
業
農
家
や
勤
労
者
世
帯
が
増
加
し
て

い
ま
す
。ま
た
、２
０
２
７
年
に
予
定
さ
れ
る
リ
ニ
ア
新
幹

線
の
開
業
に
よ
り
、隣
接
す
る
甲
府
市
大
津
町
へ
の
リ
ニ

ア
新
駅
の
設
置
が
見
込
ま
れ
、こ
の
地
域
の
大
き
な
発
展

が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　当
店
で
は
、男
性
5
名
、女
性
4
名
の
合
計
9
名
の
職

員
が
、地
域
の
皆
様
の「
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
」を
め
ざ
し

て
、明
る
く
親
し
み
や
す
い
店
舗
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。皆
様
の
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
、ご
支
援
、ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私たちは緑の募金に
参加しています。

私たちは
献血推進キャンペーンを
応援しています。
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中道町支店

山梨県民信用組合は、地域の皆様を応援してまいります。

夏号

　山梨県民信用組合と山梨県信用組合協会では社会貢献活動の一環と
して、皆様にご利用いただいています信用組合業界のクレジットカード「し
んくみピーターパンカード」の収益の一部を「難病や障がいを持つ子供とそ
の家族の支援」や「子供とその家族の健全育成」に合致した活動を行なっ
ている団体様に寄付金を贈呈しております。今回は、障がいを持つお子様
やご家族のための相談事業に取り組んでおられる甲州市社会福祉協議会
(中村功会長)様に寄付金35万1,971円を贈呈いたしました。４月４日に同
社協で行われた贈呈式では、廣瀬理事長から中村会長に寄付金を手渡し
ました。
　同社協から「寄付金は、相談に来られた子供達が遊べるトランポリンの
購入やご家族やお子様からの相談に対応する際に使用するタブレット型多
機能端末の購入費用に活用させていただきます。」とのお礼の言葉がありま
した。
　山梨県民信用組合は、地域の皆様とともに歩む金融機関として、こうした
活動を継続し、これからも皆様のお役に立てるよう様 な々取り組みを行って
まいります。

設立総会で挨拶する長谷川会長設立総会で挨拶する長谷川会長

「けんみん信組経営者クラブ」
設立総会・第1回経営セミナー（経営塾）

甲州市社会福祉協議会に
寄付金贈呈



「
け
ん
み
ん
信
組
経
営
者
ク
ラ
ブ
」の
設
立

山
梨
県
と「
地
域
の
高
齢
者
等
の
安
心・安
全
な

生
活
環
境
づ
く
り
に
向
け
た
協
定
」を
締
結 

　｢
け
ん
み
ん
信
組
経
営
者
ク
ラ
ブ｣

の
設
立

総
会
を
平
成
29
年
5
月
9
日
午
後
3
時
か

ら
、ホ
テ
ル
談
露
館（
甲
府
市
丸
の
内
）に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
多
く
の
皆
様
の
ご

出
席
の
も
と
、本
ク
ラ
ブ
が
正
式
に
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
。設
立
総
会
で
は
、廣
瀬
理
事
長

か
ら「
本
ク
ラ
ブ
は
、当
組
合
の
お
取
引
先
企

業
の
皆
様
が
、経
営
面
で
の
様
々
な
課
題
に
対

応
し
、持
続
発
展
に
取
り
組
ま
れ
る
た
め
の
一

助
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
設
立
し
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。本
ク
ラ
ブ
で
は
、東
証
第
一
部
上
場

の
株
式
会
社
タ
ナ
ベ
経
営
様
の
ご
協
力
を
得

て
、年
間
4
回
の
経
営
セ
ミ
ナ
ー（
経
営
塾
）の

開
催
を
基
本
事
業
と
し
て
、こ
れ
に
様
々
な
催

し
や
異
業
種
交
流
会
な
ど
も
実
施
し
て
い
く

計
画
で
あ
り
ま
す
。ま
た
、本
ク
ラ
ブ
は
会
員
の

皆
様
の
自
主
的
な
運
営
に
お
委
ね
し
、こ
れ
を

当
組
合
が
総
力
を
挙
げ
て
ご
支
援
し
て
ま
い

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。皆
様
方
が
更
に
元

気
に
な
る
こ
と
で
、地
域
も
元
気
に
な
り
、当

組
合
も
元
気
に
な
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。お
客
様
皆
様
の
た
め
に
、役
職
員
一
同
、引

続
き
誠
心
誠
意
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
山
梨
県
民
信
用
組
合
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。｣

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。ま
た
、本
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
ご
就
任
い
た
だ

き
ま
し
た
長
谷
川
正
一
郎
様
か
ら
は「
私
ど
も

事
業
者
が
企
業
の
発
展
に
向
け
た
様
々
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、本
ク
ラ
ブ
で
の

経
営
塾
や
交
流
活
動
を
通
じ
ま
し
て
、こ
の
ク

ラ
ブ
に
入
っ
て
良
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
活
動
が
で
き
ま
す
よ
う
、皆
様
の
お
力
を
お

借
り
し
な
が
ら
、会
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
、ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」と
力

強
い
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　設
立
総
会
に
続
き
、タ
ナ
ベ
経
営
の
中
東
和

男
様
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、「
自
社
の
数
字

を
理
解
す
る
。(

ト
ッ
プ
の
知
る
べ
き
経
営
財

務)

」を
テ
ー
マ
に
第
一
回
経
営
セ
ミ
ナ
ー(

経
営

塾)

が
開
催
さ
れ
、熱
気
溢
れ
る
講
座
と
な
り

ま
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、交
流
会
も

開
催
さ
れ
、名
刺
交
換
な
ど
会
員
相
互
の
交

流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

平成29年度　経営セミナー（経営塾）計画

プレ

1

2

3

4

回 日　時 タイトル
平成29年2月8日（水）

アイメッセ山梨4階大会議室 ～永続発展する企業へのシナリオ～　未来を切り開く者の使命

～自社の数字を理解する～　トップの知るべき経営財務

～将来の事業展開を考える～　事業戦略の基本と顧客の再設定

～効果的に目標達成人材を育成する～　目標を達成させるタイプ別部下指導

～成果をもたらす組織を構築する～　組織・人材の総点検と強化

平成29年5月9日（火）
ホテル談露館（甲府市）

平成29年9月8日（金）
午後3時～ 会場別途通知

平成29年11月14日（火）
午後3時～ 会場別途通知

平成30年2月15日（木）
午後3時～ 会場別途通知

山梨県民信用組合の「見守り」活動の市町村連携状況

甲府市

都留市

大月市

韮崎市

南アルプス市

北杜市

笛吹市

甲州市

富士川町

昭和町

H27.12.17

H27.11.16

H27.6.1

H27.8.26

H27.6.16

H27.7.24

H27.6.17

H26.8.20

H28.1.29

H28.4.20

甲府市高齢者見守りネットワーク事業

都留市高齢者等SOSネットワーク

すまいるネットワーク事業みまもりネット

韮崎市安心・安全見守り事業

南アルプス市見守りネットワーク事業

あんきじゃんネットワーク事業

ふえふき地域見守りネットワークサービス

甲州市徘徊SOSネットワーク

富士川町地域見守り事業

昭和町地域見守りネットワーク

市町村 締結日 市町村の事業名

　今般、県内に本店のある５金融機関が「大規模災害発生時における相
互支援協定」を締結しました。この協定は、大規模災害で各金融機関の支
店が被災し金融サービスが提供できなくなった場合等を想定し、災害時に
おける預金引き出しなどのお客様ニーズに円滑に対応していくため、仮設
店舗の共同運営など金融サービスの維持や早期復旧を図ることを目的と
して、５金融機関が相互に支援し合っていくという内容であります。平成29
年４月28日に山梨県防災新館オープンスクエアで開催された締結式に
は、当組合から廣瀬理事長が出席し協定書に調印いたしました。この協定
に基づき、各金融機関で
は相互支援の具体的内
容に沿った体制整備や
共同訓練の実施などを
図っていくことになりま
す。当組合は、地域に根
差した金融機関として、
皆様へのサービスの一
層の充実に引き続き取り
組んでまいります。

　こ
の
た
び
、当
組
合
で
は
、山
梨
県
と「
地
域
の

高
齢
者
等
の
安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
づ
く
り
に

向
け
た
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。平
成
29
年
3
月

27
日
に
県
庁
本
館
特
別
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
締
結
式
に
は
、廣
瀬
理
事
長
が
出
席
し
協
定

書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　当
組
合
で
は
こ
の
協
定
を
契
機
に
、営
業
担
当

者
が
お
客
様
宅
を
訪
問
し
た
際
に
お
け
る「
高
齢

者
等
の
見
守
り
活
動
」を
一
層
充
実
し
て
い
く
と
共

に
、窓
口
対
応
時
や
訪
問
時
で
の「
消
費
者
被
害
防

止
等
に
関
す
る
啓
発
活
動
」も
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。併
せ
て
、こ
う
し
た
活
動
を
更
に
充
実
し
て
い

く
た
め
、こ
れ
ま
で
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
の

継
続
、消
費
者
被
害
防
止
に
関
す
る
知
識
習
得
の

推
進
な
ど
、職
員
の
対
応
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、4
月
17
日
に
は

県
庁
で
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、当
組
合
は
山
梨
県
消

費
生
活
協
力
団
体
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　当
組
合
は
地
域
に
根
差
し
た
金
融
機
関
と
し
て

の
特
性
を
活
か
し
、地
域
の
皆
様
の
安
心
・
安
全
な

生
活
環
境
づ
く

り
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
、県
と
の

相
互
協
力
の
も

と
、な
お
一
層
、積

極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　山梨市、甲州市及び笛吹市が推進する「峡東地域ワインリゾート構想」では、ワイ
ンを活用したリゾート地の形成を目指し、関係三市をはじめ地域の旅館等の宿泊
施設やワイナリー、レストランが連携して、ワイン関連イベント開催で観光客を呼び
込む等の取り組みを進めています。この構想の推進に向け、私ども地域の金融機関
も積極的に協力していくことを目的に、このたび「峡東地域ワインリゾート推進・金融
カンファレンス」が設立されました。甲州・勝沼ぶどうの丘で開催されました設立総
会には、当組合から廣瀬理事長が出席し、設立趣意書に署名いたしました。総会
後に開催されたワインセミナーには、当組合からも役職員９名が参加し、仕事の関
係で県内外の事業者と関わった
際におけるワインＰＲに役立てる
ためのワインの知識やその味覚
表現などを学びました。当組合は
今後とも、こうした取り組みを積
極的に推進し、本県の観光振興
並びに県内産業の発展に向け
て、地域に根差した金融機関とし
ての役割を果たしてまいります。

大規模災害の発生に備え、
県内金融機関の相互支援協定を締結

峡東地域ワインリゾート推進・
　　　　金融カンファレンスの設立
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た
長
谷
川
正
一
郎
様
か
ら
は「
私
ど
も

事
業
者
が
企
業
の
発
展
に
向
け
た
様
々
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、本
ク
ラ
ブ
で
の

経
営
塾
や
交
流
活
動
を
通
じ
ま
し
て
、こ
の
ク

ラ
ブ
に
入
っ
て
良
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
活
動
が
で
き
ま
す
よ
う
、皆
様
の
お
力
を
お

借
り
し
な
が
ら
、会
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
、ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」と
力

強
い
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　設
立
総
会
に
続
き
、タ
ナ
ベ
経
営
の
中
東
和

男
様
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、「
自
社
の
数
字

を
理
解
す
る
。(

ト
ッ
プ
の
知
る
べ
き
経
営
財

務)

」を
テ
ー
マ
に
第
一
回
経
営
セ
ミ
ナ
ー(

経
営

塾)

が
開
催
さ
れ
、熱
気
溢
れ
る
講
座
と
な
り

ま
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、交
流
会
も

開
催
さ
れ
、名
刺
交
換
な
ど
会
員
相
互
の
交

流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

平成29年度　経営セミナー（経営塾）計画

プレ

1

2

3

4

回 日　時 タイトル
平成29年2月8日（水）

アイメッセ山梨4階大会議室 ～永続発展する企業へのシナリオ～　未来を切り開く者の使命

～自社の数字を理解する～　トップの知るべき経営財務

～将来の事業展開を考える～　事業戦略の基本と顧客の再設定

～効果的に目標達成人材を育成する～　目標を達成させるタイプ別部下指導

～成果をもたらす組織を構築する～　組織・人材の総点検と強化

平成29年5月9日（火）
ホテル談露館（甲府市）

平成29年9月8日（金）
午後3時～ 会場別途通知

平成29年11月14日（火）
午後3時～ 会場別途通知

平成30年2月15日（木）
午後3時～ 会場別途通知

山梨県民信用組合の「見守り」活動の市町村連携状況

甲府市

都留市

大月市

韮崎市

南アルプス市

北杜市

笛吹市

甲州市

富士川町

昭和町

H27.12.17

H27.11.16

H27.6.1

H27.8.26

H27.6.16

H27.7.24

H27.6.17

H26.8.20

H28.1.29

H28.4.20

甲府市高齢者見守りネットワーク事業

都留市高齢者等SOSネットワーク

すまいるネットワーク事業みまもりネット

韮崎市安心・安全見守り事業

南アルプス市見守りネットワーク事業

あんきじゃんネットワーク事業

ふえふき地域見守りネットワークサービス

甲州市徘徊SOSネットワーク

富士川町地域見守り事業

昭和町地域見守りネットワーク

市町村 締結日 市町村の事業名

　今般、県内に本店のある５金融機関が「大規模災害発生時における相
互支援協定」を締結しました。この協定は、大規模災害で各金融機関の支
店が被災し金融サービスが提供できなくなった場合等を想定し、災害時に
おける預金引き出しなどのお客様ニーズに円滑に対応していくため、仮設
店舗の共同運営など金融サービスの維持や早期復旧を図ることを目的と
して、５金融機関が相互に支援し合っていくという内容であります。平成29
年４月28日に山梨県防災新館オープンスクエアで開催された締結式に
は、当組合から廣瀬理事長が出席し協定書に調印いたしました。この協定
に基づき、各金融機関で
は相互支援の具体的内
容に沿った体制整備や
共同訓練の実施などを
図っていくことになりま
す。当組合は、地域に根
差した金融機関として、
皆様へのサービスの一
層の充実に引き続き取り
組んでまいります。

　こ
の
た
び
、当
組
合
で
は
、山
梨
県
と「
地
域
の

高
齢
者
等
の
安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
づ
く
り
に

向
け
た
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。平
成
29
年
3
月

27
日
に
県
庁
本
館
特
別
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
締
結
式
に
は
、廣
瀬
理
事
長
が
出
席
し
協
定

書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　当
組
合
で
は
こ
の
協
定
を
契
機
に
、営
業
担
当

者
が
お
客
様
宅
を
訪
問
し
た
際
に
お
け
る「
高
齢

者
等
の
見
守
り
活
動
」を
一
層
充
実
し
て
い
く
と
共

に
、窓
口
対
応
時
や
訪
問
時
で
の「
消
費
者
被
害
防

止
等
に
関
す
る
啓
発
活
動
」も
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。併
せ
て
、こ
う
し
た
活
動
を
更
に
充
実
し
て
い

く
た
め
、こ
れ
ま
で
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
の

継
続
、消
費
者
被
害
防
止
に
関
す
る
知
識
習
得
の

推
進
な
ど
、職
員
の
対
応
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、4
月
17
日
に
は

県
庁
で
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、当
組
合
は
山
梨
県
消

費
生
活
協
力
団
体
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　当
組
合
は
地
域
に
根
差
し
た
金
融
機
関
と
し
て

の
特
性
を
活
か
し
、地
域
の
皆
様
の
安
心
・
安
全
な

生
活
環
境
づ
く

り
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
、県
と
の

相
互
協
力
の
も

と
、な
お
一
層
、積

極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　山梨市、甲州市及び笛吹市が推進する「峡東地域ワインリゾート構想」では、ワイ
ンを活用したリゾート地の形成を目指し、関係三市をはじめ地域の旅館等の宿泊
施設やワイナリー、レストランが連携して、ワイン関連イベント開催で観光客を呼び
込む等の取り組みを進めています。この構想の推進に向け、私ども地域の金融機関
も積極的に協力していくことを目的に、このたび「峡東地域ワインリゾート推進・金融
カンファレンス」が設立されました。甲州・勝沼ぶどうの丘で開催されました設立総
会には、当組合から廣瀬理事長が出席し、設立趣意書に署名いたしました。総会
後に開催されたワインセミナーには、当組合からも役職員９名が参加し、仕事の関
係で県内外の事業者と関わった
際におけるワインＰＲに役立てる
ためのワインの知識やその味覚
表現などを学びました。当組合は
今後とも、こうした取り組みを積
極的に推進し、本県の観光振興
並びに県内産業の発展に向け
て、地域に根差した金融機関とし
ての役割を果たしてまいります。

大規模災害の発生に備え、
県内金融機関の相互支援協定を締結

峡東地域ワインリゾート推進・
　　　　金融カンファレンスの設立



　当
店
は
、昭
和
38
年
9
月
、山
梨
県
信
用
組
合
中
道
町

支
店
と
し
て
設
立
、2
度
の
合
併
を
経
て
山
梨
県
民
信
用

組
合
中
道
町
支
店
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　古
代
以
来
、甲
斐
国
と
駿
河
国
を
結
ぶ
街
道
は
、駿
州

往
還（
河
内
路
）と
若
彦
路
が
あ
り
、そ
の
中
間
に
中
道
往

還
が
あ
り
ま
し
た
。中
道
町
の
名
前
は
こ
れ
に
由
来
し
て

い
ま
す
。店
舗
の
近
隣
に
は
甲
府
盆
地
の
南
西
縁
に
広
が

る
曽
根
丘
陵
が
あ
り
、東
日
本
有
数
の
規
模
を
も
つ
国
指

定
史
跡
甲
斐
銚
子
塚
古
墳
等
の
遺
跡
群
が
数
多
く
存
在

し
ま
す
。昭
和
57
年
に
は
山
梨
県
立
考
古
博
物
館
が
開
館

し
、旧
石
器
時
代
や
縄
文
時
代
な
ど
古
代
の
出
土
品
が

展
示
さ
れ
、当
時
の
暮
ら
し
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。　当

店
の
営
業
地
域
は
、旧
中
道
町（
現
甲
府
市
）、旧
豊

富
村（
現
中
央
市
）、旧
境
川
村（
現
笛
吹
市
）で
あ
り
、市

町
村
合
併
に
伴
い
三
市
に
ま
た
が
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。桃
、ぶ
ど
う
等
の
果
物
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
を
生
産

す
る
農
業
地
域
で
す
が
、工
業
団
地
の
整
備
が
進
ん
だ
こ

と
か
ら
、近
年
は
兼
業
農
家
や
勤
労
者
世
帯
が
増
加
し
て

い
ま
す
。ま
た
、２
０
２
７
年
に
予
定
さ
れ
る
リ
ニ
ア
新
幹

線
の
開
業
に
よ
り
、隣
接
す
る
甲
府
市
大
津
町
へ
の
リ
ニ

ア
新
駅
の
設
置
が
見
込
ま
れ
、こ
の
地
域
の
大
き
な
発
展

が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　当
店
で
は
、男
性
5
名
、女
性
4
名
の
合
計
9
名
の
職

員
が
、地
域
の
皆
様
の「
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
」を
め
ざ
し

て
、明
る
く
親
し
み
や
す
い
店
舗
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。皆
様
の
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
、ご
支
援
、ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私たちは緑の募金に
参加しています。

私たちは
献血推進キャンペーンを
応援しています。
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地域とけんみん信組をつなぐ情報誌

中道町支店

山梨県民信用組合は、地域の皆様を応援してまいります。

夏号

　山梨県民信用組合と山梨県信用組合協会では社会貢献活動の一環と
して、皆様にご利用いただいています信用組合業界のクレジットカード「し
んくみピーターパンカード」の収益の一部を「難病や障がいを持つ子供とそ
の家族の支援」や「子供とその家族の健全育成」に合致した活動を行なっ
ている団体様に寄付金を贈呈しております。今回は、障がいを持つお子様
やご家族のための相談事業に取り組んでおられる甲州市社会福祉協議会
(中村功会長)様に寄付金35万1,971円を贈呈いたしました。４月４日に同
社協で行われた贈呈式では、廣瀬理事長から中村会長に寄付金を手渡し
ました。
　同社協から「寄付金は、相談に来られた子供達が遊べるトランポリンの
購入やご家族やお子様からの相談に対応する際に使用するタブレット型多
機能端末の購入費用に活用させていただきます。」とのお礼の言葉がありま
した。
　山梨県民信用組合は、地域の皆様とともに歩む金融機関として、こうした
活動を継続し、これからも皆様のお役に立てるよう様 な々取り組みを行って
まいります。

設立総会で挨拶する長谷川会長設立総会で挨拶する長谷川会長

「けんみん信組経営者クラブ」
設立総会・第1回経営セミナー（経営塾）

甲州市社会福祉協議会に
寄付金贈呈


